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2  先行研究 




































たのではないかと考えられる（諸澤 1998: 214）。 
































ケリングと J.ウィルソンの「割れ窓理論」や M.フェルソンと L.コーエ
ンの「ルーティーン・アクティビティ論 1）」が代表的な研究として挙げ
られる。「割れ窓理論」は窓が割れているといった環境の要素が犯罪発生
率を高めることを示した理論である（G. L. Kelling and C. M. Coles 
1996=2004）。「ルーティーン・アクティビティ論」は、動機をもった犯
罪者・適切な標的・有能な犯罪監視者の不在という 3 つの条件がそろう





































































4  分析 
4.1  データ 

















である。本論文では平成 24 年 10 月に行われた調査の結果を使用する。
                                                   
2）  出典：「平成 24 年の犯罪」（警察庁）（http://www.npa.go.jp/arc
hive/toukei/keiki/h24/h24hanzaitoukei.htm） 




また、「就業構造基本調査」は約 47 万世帯における 15 歳以上の世帯員



















4.2  分析手法 
「平成 24 年の犯罪」と「就業構造基本調査」では、職業の分類方法が
異なる。そのため、まず 2 つの分類を統合し、新たに職業を分類した 4)
                                                   


















除し、100 人あたりの被害件数を出す。この 100 人あたり被害件数と職
業階層をてらしあわせ、階層が低いほど被害件数が多くなれば、仮説は
支持される。 
4.3  分析 



















表 1 職業別被害件数（100 人あたり） 
職業 認知件数（件）/就業人数（百
人） 
外交員・セールスマン 20.29  
接客社交従事者 10.14  
不動産業自営 9.09  
管理的公務員 4.38  
その他の管理的職業従事者 4.35  
通信従事者 4.24  
飲食店主 4.09  
販売店主 2.93  
その他の自営業主 2.23  
土木・建築業自営 1.97  
法人・団体役員 1.93  
美容師・理容師 1.79  
飲食店店員 1.48  
警察官・自衛官・消防士等 1.19  
その他サービス職業従事者 1.14  
農林漁業従事者 1.00  
医療・保健従事者 0.89  
その他の保安従事者 0.72  
教員 0.71  
遊技場等店員 0.64  
運輸従事者 0.61  
その他の労務作業者 0.54  
製造業自営 0.51  
事務従事者 0.51  
建設・採掘従事者 0.50  
販売従事者 0.45  
専門的・技術的職業従事者 0.39  
その他製造工・技能工 0.37  
金属加工工 0.24  
運搬労務作業者 0.23  
飲食物調理従事者 0.18  







め、職業威信スコアの降順で表 1 を並び替えた（表 2）。32 分類におけ
る職業威信スコアは、それぞれについて対応する職業を SSM 職業分類
から選び、その職業群の威信スコアの平均をとるという方法で出してい











表 2 職業威信スコアと 100 人あたり被害件数 
職業 威信スコア 100 人あたり被害件数 
法人・団体役員 72.7 1.93 
管理的公務員 69.8 4.38 
医療・保健従事者 67.1 0.89 
専門的・技術的職業従事者 66.2 0.39 
教員 65.0 0.71 
運輸従事者 58.9 0.61 
その他の管理的職業従事者 57.4 4.35 
警察官・自衛官・消防士等 53.4 1.19 
不動産業自営 52.6 9.09 
飲食店主 51.3 4.09 
美容師・理容師 49.7 1.79 
通信従事者 49.0 4.24 
金属加工工 48.9 0.24 
その他の保安従事者 48.9 0.72 
機械工 48.9 0.08 
その他サービス職業従事者 48.9 1.14 
販売店主 48.9 2.93 
事務従事者 48.6 0.51 
製造業自営 47.5 0.51 
建設・採掘従事者 47.2 0.50 
土木・建築業自営 47.2 1.97 
その他製造工・技能工 46.9 0.37 
農林漁業従事者 45.8 1.00 
外交員・セールスマン 45.8 20.29 
飲食物調理従事者 44.9 0.18 
販売従事者 43.4 0.45 
その他の労務作業者 41.0 0.54 
運搬労務作業者 39.0 0.23 
遊技場等店員 38.1 0.64 
接客社交従事者 38.1 10.14 

















































表 3 6 階層における 100 人あたり被害件数 
分類 内訳 100 人あたり被害件数 












 その他の自営業主  
  製造業自営   













専門的・技術的職業従事者   
下層ホワイト 外交員・セールスマン 4.67  
飲食店店員 (0.77)  
遊技場等店員 括弧内は外交員・セールス  
事務従事者 マンを除いた値  
販売従事者  
農業 農林漁業従事者 1.00 


















半・非熟練 接客社交従事者 2.07 
ブルー 運輸従事者 (0.45)  
その他の労務作業者 括弧内は接客社交従事者  




















































































 表 4 罪種別職業威信スコアと 100 万人あたり被害件数の相関 
 
 
Pearson の相関係数 有意確率(両側) 度数 
 凶悪犯 －0.23 0.21 31 
 粗暴犯 －0.26 0.16 31 
 窃盗犯 －0.08 0.68 31 
 知能犯 0.09 0.64 31 
 風俗犯 －0.27 0.14 31 










表 5 職業別被害罪種構成比（％） 
 
凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 
総数 0.6 6.7 72.7 2.0 0.5 17.6 
外交員・ 
セールスマン 
0.3 6.0 76.6 1.3 0.4 15.4 
接客社交従事者 3.4 29.5 47.5 1.4 5.9 12.4 
不動産業自営 1.0 3.8 47.7 2.8 0.0 44.7 
管理的公務員 0.5 3.6 45.5 3.0 0.0 47.3 
その他の管理的 
職業従事者 
0.4 2.4 75.6 3.5 0.1 18.0 
通信従事者 0.4 8.0 72.2 1.2 0.3 18.0 
飲食店主 0.5 7.2 65.1 7.0 0.2 20.0 
販売店主 1.0 2.1 80.8 3.4 0.0 12.7 
その他の自営業主 0.4 4.6 73.1 2.7 0.1 19.2 
土木・建築業自営 0.2 3.8 81.2 1.3 0.0 13.5 
法人・団体役員 0.4 3.8 69.7 3.6 0.0 22.6 
美容師・理容師 0.6 4.7 78.0 1.2 0.8 14.7 
飲食店店員 1.2 14.2 68.9 2.1 1.6 12.0 
警察官・自衛官・ 
消防士等 
0.6 6.0 46.7 0.9 0.1 45.7 
その他のサービス職 0.8 8.3 72.3 1.6 0.9 16.1 
建設・採掘従事者 0.3 8.9 76.8 0.6 0.0 13.3 
農林漁業従事者 0.3 2.3 85.4 1.6 0.0 10.4 
医療・保健従事者 0.6 5.7 71.4 1.6 0.8 19.9 
その他の保安従事者 5.6 14.7 63.2 0.9 0.2 15.3 
教員 0.3 8.5 65.5 0.9 0.4 24.4 
遊技場等店員 1.3 17.1 59.7 1.8 1.7 18.3 
運輸従事者 1.0 17.6 61.1 2.7 0.1 17.6 
その他の労務作業者 0.4 9.8 72.8 1.5 0.2 15.2 
製造業自営 0.3 2.5 76.8 2.0 0.0 18.4 
事務従事者 0.5 5.0 76.2 1.5 0.7 16.1 
専門的・技術的 
職業従事者 
0.5 5.8 73.8 1.5 0.5 17.9 
その他製造工・ 
技能工 
0.4 5.8 74.8 0.9 0.2 18.0 
機械工 0.1 4.7 73.6 0.9 0.1 20.5 
販売従事者 0.5 5.8 73.8 1.5 0.5 17.9 
金属加工工 0.4 6.4 72.5 1.2 0.1 19.5 
運搬労務作業者 0.7 11.8 69.6 1.5 0.1 16.2 



























































































































400 字詰め原稿用紙 47 枚相当 
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資料 1 平成 24 年度の犯罪・就業構造基本調査における職業分類対応 
32 分類 平成 24 年の犯罪 就業構造基本調査 






















教員 教員 教員 
医療・保健従事者 医療・保健従事者 保健医療従事者 











管理的公務員 議員・知事課長以上の公務員 管理的公務員 
























飲食物調理従事者 調理人・バーテンダー 飲食物調理従事者 
接客社交従事者 ホステス・ホスト 接客社交従事者 




















































運輸従事者 運輸従事者 輸送・機械運転従事者 














資料 2 SSM 職業分類と 32 分類対応表 









































その他の教員   
管理的公務員 管理的公務員 
国会議員  

























その他の通信従事者   
小売店主 販売店主 
卸売店主  











下宿・アパートの管理人、舎監、寮母   
理容師、美容師 美容師・理容師 
料理人 飲食物調理従事者 





















































































































 資料 3 職業・罪種ごと 1 万人あたりの被害件数 
 
凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 
外交員・ 
セールスマン 
5.63 122.07 1554.34 26.64 8.22 312.48 
接客社交従事者 34.38 299.22 481.25 14.45 59.38 125.39 
不動産業自営 8.68 34.54 433.44 25.71 0.16 405.99 
管理的公務員 2.25 15.76 199.06 13.32 0.00 207.13 
その他の管理的 
職業従事者 
1.87 10.59 328.65 15.18 0.23 78.37 
通信従事者 1.67 33.89 305.86 5.02 1.26 76.15 
飲食店主 2.09 29.53 266.24 28.46 0.62 81.90 
販売店主 2.93 6.01 236.77 9.88 0.11 37.19 
その他の自営業主 0.91 10.18 162.81 5.94 0.17 42.76 
土木・ 
建築業自営 
0.48 7.49 159.73 2.47 0.00 26.53 
法人・団体役員 0.74 7.27 134.76 6.90 0.04 43.75 
美容師・理容師 1.09 8.45 139.39 2.07 1.41 26.26 
飲食店店員 1.78 21.01 101.92 3.12 2.31 17.82 
警察官・自衛官・ 
消防士等 
0.68 7.17 55.66 1.02 0.14 54.46 
その他サービス 
職業従事者 
0.88 9.52 82.53 1.79 1.08 18.33 
建設・採掘従事者 0.35 9.22 79.26 0.61 0.03 13.74 
農林漁業従事者 0.25 2.35 85.76 1.56 0.02 10.49 
医療・保健従事者 0.51 5.10 63.67 1.46 0.71 17.72 
その他の保安 
従事者 
4.06 10.60 45.53 0.64 0.16 11.03 
教員 0.19 5.99 46.41 0.65 0.30 17.30 
遊技場等店員 0.82 10.95 38.29 1.18 1.10 11.76 
運輸従事者 0.59 10.68 36.97 1.61 0.07 10.63 
その他の労務 
作業者 
0.23 5.27 38.96 0.82 0.12 8.12 
製造業自営 0.14 1.30 39.34 1.00 0.02 9.43 
事務従事者 0.24 2.57 38.82 0.74 0.36 8.19 
専門的・技術的 
職業従事者 
0.19 2.28 29.02 0.58 0.20 7.04 
その他製造工・ 
技能工 
0.13 2.14 27.82 0.34 0.06 6.71 
機械工 0.04 1.40 21.85 0.27 0.02 6.09 
販売従事者 0.12 1.47 18.71 0.37 0.13 4.54 
金属加工工 0.09 1.54 17.54 0.30 0.02 4.72 
運搬労務作業者 0.17 2.75 16.17 0.36 0.03 3.77 
飲食物調理従事者 0.12 1.29 14.20 0.27 0.10 2.45 
 
